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のなかで「忘れられた柱」 いわれている。アメリカは救済へのアクセスについて一定の発展を してきたもの 、ここ数年は大きく後退している。　
司法的救済としては、二〇〇年
前に制定され 、最近、人権弁護士によって活用され始めたことか
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